
奈
良

・
平

城

宮

跡

（第

一
六

二

七
盗

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
二
月
１
十
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
治
郎

５
　
連退
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
宮
城
の
南
面
中
央
門
で
あ
る
朱
雀
門
と
そ
の
内
方
に
接
す
る
地
区

で
あ
る
。
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
朱
雀
関
と
東
西
両
脇
門
、
南
面
大
垣
の

他
、
柵
二
条
、
掘
立
柱
列
二
条
、
濤

一
五
条
で
あ
る
。

木
簡
は
、
門
の
内
方
に
あ
る
バ
ラ
ス
敷
の
幅
約
二
三
ｍ
の
道
路
の
東
西
両
側

濤
の
う
ち
、
西
側
濤
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
か
ら
九
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
は

二
つ
の
濤
が
重
複
し
て
お
り
、
上
層
濤
は
朱
雀
門
の
手
前
三
八
ｍ
で
西
折
し
て

門
基
壇
部
を
避
け
て
南
流
し
、
下
層
濤
は
南

へ
直
進
し
て
門
基
壇
に
よ
っ
て
断

ち
切
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
こ
の
下
層
濤
は
朱
雀
門
造
営
以
前
の
も
の

で
あ
り
、
平
城
官
造
営
以
前
に
存
在
し
た
下
ツ
道
の
西
側
待
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
下
層
濤
か
ら
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω
。
「関
く
司
前
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿
〔酔
腿
足
＝

＝
石
許
田
作
人
」

。
「同
伊
刀
古
床
呂
承能鞍筋維人肱欲跡離誠歓勧上埜ヱ剛欝謝鮫締＝

＝
Ⅲ
“黎
一
聯
一
一　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
∞
ω
Ｘ
∞
⇔
×
μ
Ｏ
　
Ｏ
牌
μ

②
。
　

□
□

×
事
捉
人
守
人
連
奉
」

〔旨

上
と

・
×
得
□
□
口

［日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞Φ解）×
（釦μ）×
枷　　〇解Φ

Ｏ
　
「＜
大
野
里
五
百
木
部
己
日
米
五
□
＜
」
　

　

　

］］聟
∞鷲
ｏ
目

ｍＷ一　　　一τ山』日」＝脚一ヵ
〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ噛∞）×
（∞∞）×
ヽ
　
〇∞牌

〔太
ヵ
〕

０
　
高
田
寺
回
□

□
□
□
□
□
□

（ω∞Φ）
×
（Φ）
Ｘ
Ｎ　　Ｏ∞
ド

ω
は
過
所
符
で
、
八
世
紀
の
も
の
と
し
て
は
は
じ
め
て
出
土
し
た
も
の
で
あ

る
。
木
筒
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
上
限
は
、

「
大
初
上
」
と
記
さ
れ
て
、
大
宝
令
以
後
の
位
階
制
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
宝
元
年

（七
０
５

三
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
下
限
に
つ
い
て
は
、
④

『
令
集
解
』
公
式
令
内
印
外
印
等
条
所
引
の
古
記
に
よ
れ
ば
、
大
宝
令
で
は
過

所
符
は

「
使
に
随
い
竹
木
を
用
う
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
霊
亀
元
年

（七
一
五
）
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に
は
過
所
符
に
諸
国
印
を
捺
す
こ
と
に
な
り
、
過
所
符
に
は
原
則
と
し
て
竹
木

を
用
い
な
く
な
っ
た
こ
と
、
●
地
名
表
記
が
国
郡
里
制
に
よ
っ
て
い
て
霊
亀
元

年
の
郷
里
制
の
施
行
以
前
で
あ
る
こ
と
、
い
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
の
下
層
が
霊
亀
元

年
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る

（『続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
正
月
甲
中
条
）
朱
雀

門
の
基
壇
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
等
の
こ
と
か
ら
、
霊
亀
元
年
以
前
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

滝
川
政
次
郎

　
「
過
所
考
」
上

。
中

・
下

３
日
本
歴
史
』
第
一
一

八
１
〓
６
号
）
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

一
九
六
三
年

宇
野
茂
樹
　
　
「
近
江
国
阿
伎
里
阿
伎
氏
族
に
つ
い
て
」

（『史

跡
と
美
術
』
二
五
五
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
五
年

田

対
塁
軍
永

「
平
城
京
址
発
掘
木
筒
の
左
京
小
治
町
に
つ
い

て
」

３
大
和
文
化
研
究
』
第
一
〇
巻
二
号
）
　

　

一
九
六
五
年

「
古
道
の
歴
史
」

（『古
代
の
日
本
』
五

所
収
）

一
九
七
〇
年

『
平
城
官
木
簡
二
解
説
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
五
年

『
平
城
官
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅸ
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

（清
田
善
樹
）

奈
良
。
平
城
宮
跡

（第
一
八
ち

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
四
年

（昭
３９
）
五
月
を
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
似
本
亀
治
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
跡

６
　
迫還
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
第

一
八
次
調
査
は
一
九
六
四
年

（昭
和
３９
）、
官
の
西
辺
―
―
西
面

中
間
（佐
伯
円
）
と
同
南
門
（玉
手
関
）
の
中
間
の
地
域
で
ト
レ
ン
チ
発
掘
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
区
全
体
は
南
流
す
る
秋
篠
川
の
旧
河
道
に
あ
た
り
、

官
造
営
時
の
埋
め
た
て
後
も
東
西
幅
約
二
五
ｍ
、
深
さ
約

一
・
一
ｍ
の
く
ば
み

が
残

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
遺
構
は
こ
の
上
に
認
め
ら
れ
、
東
西
に
走

る
掘
立
柱
塀
等
の
他
、
特
徴
あ
る
遺
構
を
検
出
し
た
。
そ
れ
は
、
南
北
三

・
五

ｍ
、
東
西
四
ｍ
以
上
の
方
形
の
区
画
に
木
杭
を
め
ぐ
ら
し
た
施
設
で
あ
り
、
そ

の
内
側
に
は
径

一
・
四
ｍ
、
深
さ
は
○

・
七
ｍ
を
こ
え
る
円
形
の
上
羨
が
掘
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
杭
列
と
土
羨
は

一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
土
羨
内
の
木
威

を
多
く
か
く
ん
だ
堆
積
土
中
の
遺
物
か
ら
れ
こ
の
地
区
に
鍛
冶
関
係
の
工
房
の

存
在
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
木
簡
も

一
九
点
が
右
の
上
羨
よ
り
出
土
し
い

同 籟 岸
研国

霧劣

`1)(3)

木簡出土遺構図


